
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年度の第１回の協議は『家庭教育の視点』と題して、昨年に引き続きマンダラチャートを活用して視点を整

理しました。熱心な協議の末、“各家庭で大切にしたい・やってみたい６４のこと”が浮かび上がりました。 

            

 

 
 

８つの視点を手がか

りに、各家庭で取り組

みたいこと、家庭で大

切にしたいことを考え

ていきます。マンダラ

チャートによる作業は

２度目のため、どんど

んマスが埋まっていき

ます。全部埋まらなく

ても大丈夫ですよ。 

 
【今回使用のマンダラチャート「家庭教育実践の視点」】※結果は別紙にて 

 グループ協議で意見を出し合い、各

班のチャートが埋まっていきます。 

異なる立場から見た家庭教育に関す

る一つ一つの発言は、なぜ大切にした

いのか、なぜ家庭で実践してほしいの

か、それぞれの経験や思いがあふれる

ものでした。｢勉強になった｣という感

想も多く、有意義で充実した時間とな

りました。 

 家庭教育・子育てには「正解」はないと考えます。なぜなら、家庭や家族の状況は多種多様で、子供一人一人も誰

一人として同じということはありません。ですから、この方法が「絶対」、このやり方なら「必ず」というものはな

いのです。あるのは一人の子供と、それに向き合う親がいるということ。この会議で６４の視点が出されましたが、

子供に合った手立てはそれぞれです。また加減も大切です。何がわが子に合うのか試行錯誤を繰り返し、親子で一緒

に成長できれば良いのかなと思いました。 


